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１．概要 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌの合金の表面にＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ合金が作成された場合を考えた場合 

   Ｈｅｘａｇｏｎａｌの底面の上でＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃもｃ軸配向の傾向が考えられる。 

   すなわち、Ｈｅｘａｇｏｎａｌ｛００１｝＜１００＞でＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃも｛００１｝＜１００＞を 

   極点図でシュミレーションを行う。 

   以前は、ＬａｂｏＴｅｘやＭＴＥＸのシュミレーション機能で説明を行っていたが、ＣＴＲソフトウエア内で 

   説明できるようにソフトウエアの追加変更を行った。 

   適当な資料がないないため、 

ＨｅｘａｇｏｎａｌとしてＴｒｉｇｏｎａｌであるＳｉＯ２ 

 ４．９２０９，４．９２０９，５．４０９１、９０，９０，９０ 

ＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃとしてＳｅｉｆｅｒｔｉｔｅＳｉＯ２ 

 ４．０４６７２，５．０４６２，４．４９４６，９０，９０，９０ 

を用いる。 

 Ｈｅａｇｏｎａｌの極点図はＨｅｘｃｏｎｖｅｒｔ（１．１２）ソフトウエア 

 ＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃはＣｒｙｕｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐ（２．０８）ソフトウエア 

 

 極点図表示に使用したデータは、 

 ＣＴＲ￥ｗｏｒｋ￥ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐホルダに保存されます。  

    Ｃａｌｃで削除されます。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．Ｈｅｘａｇｏｎａｌのシュミレーション 

  

 

反射極点図であれば｛００１｝と｛１１２｝極点図 

 

 軸比でα角度が変わる。 

 



３．Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃのシュミレーション 

 

 

反射極点図であれば、｛００１｝と｛１０１｝極点図 

 

 軸比によりα角度が異なる。 

 



４．複数の極点図を生成 

  

 （００１）［１１０］と（００１）［１－１０］から複数の極点図生成比較 

 ｛００１｝、｛１０１｝、｛１１１｝，｛１１２｝極点図を各々作成する。 

 C:¥CTR¥work¥NewCubicCODisp ホルダにＴＸＴ２極点図が作成される。 

 GPPoleDisplay で表示 

  

  

 

 

 

 



｛００１｝＜１１０＞と｛００１｝＜１－１０＞の違い 

―――＞｛０００１｝＜１１－２０＞と｛０００１｝＜１－１００＞の違い 

 

 

 

 

 

 

X 軸の取り方では ODF図は異なるが極点図では影響なし 

  

 



５．ＤａｔａＢａｓｅ 

 表示には、金属のＤａｔａＢａｓｅが必要になります。 

 https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/COD-CrystalOrientationDisp-MTEX.pdf 

 を参考にしてください。 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/COD-CrystalOrientationDisp-MTEX.pdf

